
並木 A 列
青山口から絵画館方
向 左手より1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-１ １９．０ ２８４ ９．０ a+
健全

• 樹形：青山口の正面。円錐形に剪定さ
れた当該区域の樹形を保っている。

• 樹勢：良好。三方からの日照。

• 枝・幹・枝葉の密度・葉色：良好

• ロイヤルグランドカフェのカフェテラ
スとして利用されている。青山口正面
のシンボルとなる銀杏である。

• 根元の地被、草本植物の検討が必要。



並木 A 列
青山口から絵画館
方向 左手より
1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-２ ２１．０ ２７４ ９．０ a-
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好

• 枝・幹・枝葉の密度：
良好であるが、葉がや
や小さい。

• 先端部：ほぼ良好。

• ロイヤルグランドカ
フェの入り口で、大勢
の人が通る。地表部の
保護が、今後の課題。



並木 A 列
青山口から絵画館
方向 左手より
1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-３ ２１．０ ２６７ ９．０ a-
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好

• 枝・幹・枝葉の密度：良好であ
るが、葉がやや小さい

• 先端部：ほぼ良好

• ロイヤルグランドカフェの

カフェテラスとして利用

・いちょう並木本来の美しさの回

復が課題



並木 A 列
青山口から絵画館
方向 左手より
1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-４ ２１．０ ２５９ ９．０ a-
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好。

• 枝・幹・枝葉の密度：ほ
ぼ良好。

• 先端部：ほぼ良好

• ロイヤルグランドカフェ
のカフェテラスとして利
用。

• いちょう並木本来の美し
さの回復が課題。



並木 A 列
青山口から絵画館
方向 左手より
1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-５ ２１．０ ２６８ ９．０ a+
健全

• 樹形：良好 ・樹勢：良好

• 枝・幹・枝葉の密度：良好

• 地上部にデッキがなく、銀杏本
来の美しい樹形を保っている。

• 先端部は良好に生育しており、
枝葉の伸長も良好、根元も保護
されている。現在は風通しがよ
いが、今後の環境の変化がどの
ような影響を与えるかについて
は、課題である。



並木 A 列
青山口から絵画館
方向 左手より
1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-６ ２２．０ ３０３ ９．０ a+
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好。

• 枝・幹・枝葉の密度：良好。

• 先端部は良好に生育し

ており、枝葉の伸長も良好

根元も保護されている。今

後の環境の変化がどのよう

な影響を与えるかについては、

課題である。



並木 A 列
青山口から絵画館
方向 左手より
1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-７ ２２．０ ２３１ ９．０ a+
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好

• 枝・幹・枝葉の密度：良好

• 2022年11月3日現在、黄葉が、

すすんでいる。同一環境下にお

ける黄葉の相違は、外的ストレ

スと樹木固有の個性の双方による。

• 枝の伸長量が、やや低い。先

端部は良好に生育しており、

枝葉の伸長も良好、根元も保護

されている。今後の環境の変化が

どのような影響を与えるかについ

ては、課題である。



並木 A 列
青山口から絵画館
方向 左手より
1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-８ ２２．０ ２３０ ９．０ a+
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好。

• 枝・幹・枝葉の密度：良好。

• 現在（2022年11月3日）、黄葉
が、すすんでいる。先端部の
やや下の部分に茶褐色の部位
があり、成長にストレスが生
じている兆候がみられる。



並木 A 列
青山口から絵画館
方向 左手より
1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-９ ２３．０ ２３１ ９．０ a+
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好

• 枝・幹・枝葉の密度：良好。

• 2022年11月3日現在、

黄葉がすすんでいるが、

この樹木に関しては、まだ

緑。円錐形を保っている。



並木 A 列
青山口から絵画館
方向 左手より
1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-10 ２３．０ ２２５ ９．０ a+
健全

• 樹形：良好 ・樹勢：良好

• 枝・幹・枝葉の密度：良好

• 地上部にデッキがなく、銀杏本来

の美しい樹形を保っている。

• 下ばらつき、上、枝の伸びが少なく
なっている。人為的影響があると影
響がでるかも。先端部は良好に生育
しており、枝葉の伸長も良好、根元
も保護されている。現在は風通しが
よいが、今後の環境の変化がどのよ
うな影響を与えるかについては、課
題である。



• 2022年10月28日に公表された事業者の毎木調査で

は、活力度は「A」ランクとなっている。調査日は

2018年12月～2019年１月であり、更新されていな

い。この4年間で大きな変化が生じている。

• 樹幹上部が、枯損している。

• Shake Shack の野外空間として、ベンチ・テーブ

ルが置かれており、根元がインターロッキング舗

装となっている。植えますは、約1.6m。

• 先端部分は枯損しており、梢の先端から下方に

向かい、枝が全くない。一つの樹木でありながら、

バラツキがある。

• 根元の舗装、及び斜面となっており、植えますに雨水が

流入していない。土壌の表面に直打ち舗装となっている。

• 水が入るところすくないため、土壌に空洞がなくなってお

り、根は酸欠状況になっている。

・ 当分は、下方の葉で光合成を行っていく。

並木 A 列目
青山口から絵画館方
向 左手より1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-11
毎木調査番号 ２９

２３．０ ２８３ １０．０ d
梢・樹幹枯損



並木 A 列
青山口から絵画館方
向 左手より1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-11
毎木調査番号 ２９

２３．０ ２８３ １０．０ d
梢・樹幹枯損

・若い枝を助け、生き続けられるようにしていく。

神宮外苑いちょう並木の特色である円錐形の樹形は、

保つことが困難。

・今後、隣接地に神宮球場が建設されれば、現在、確保さ

れている日照は遮断され、通風、地下水の遮断など、環

境ストレスは、益々、増大する。イチョウの生理バラン

スに配慮した保全施策の検討が必要である。

・現在、提案されている根茎調査だけでは不十分であり、

根系・樹幹・枝葉・梢の先端の総体としての、保全施策

の検討が必要である。



並木 A 列
青山口から絵画館方
向 左手より1列目

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-11
毎木調査番号 ２９

２３．０ ２８３ １０．０ d
梢・樹幹枯損

先端部が枯損してしまったイチョウ。今後、慎重な維持管理対策が必要

撮影 2022年 11月11日



並木 A 列
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-12
毎木調査番号 ３０

２３．０ ２６９ １０．０ a+
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好

• 先端部：良好

• 黄葉と緑の葉が混
在



並木 A 列
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-13
毎木調査番号 ３１

２３．０ ２６３ １０．０ a-
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好。

• 枝・幹・枝葉の密
度：良好であるが、
葉がやや小さい



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-14
毎木調査番号 ３２

２３．０ ２４６ １０．０ a
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好

• 先端部：良好



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-15
毎木調査番号 ３３

２３．０ ２３１ １０．０ a+
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好。

• 緑の葉、上まで。

• 枝・幹・枝葉の密度：良
好。

• 先端部：良好



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-16
毎木調査番号 ３４

２３．０ ２２８ １０．０ C
要注意

• 枝・葉が茶色に、枯れ始めている。

• A-11と同じ現況になる可能性があ

る。

• しかし、地上部が固められていな
い

ため、銀杏本来の美しい樹形を保っ

ている。

• 先端部は良好に生育しており、枝
葉

の伸長も良好、根元も保護されて

いる。現在は 風通しがよいが、今

後の環境の変化がどのような影響

を与えるかについては、課題である。



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-17
毎木調査番号 ３５

２３．０ ２１２ １０．０ C
要注意

• 樹木の中腹部の枝先が

茶褐色になっている。

• 枝への水分供給量が減
少していることに起因
していると考えられる。



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-18
毎木調査番号 ３６

２３．０ ２７０ １０．０ C
要注意

• A-11と同様の現象が生じて
いる。

• 2022年は、空梅雨で、枝が
成長する時期に、水分が担
保されなかった。

• 温暖化の影響が、ここにも
現れていると考えられる。

• 銀杏は、恐竜時代からの
「生きている化石」と言わ
れるが、ストレスに対して
は、個体差がある。



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-19
毎木調査番号 ３７

２３．０ ２５０ １０．０ a-
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好

• 枝・幹・枝葉の密度：
良好

• 現在（2022年11月3日）、
黄葉が、すすんでいる。
同一環境下における黄
葉の相違は、外的スト
レスと樹木固有の個性
の双方による。

• 先端部のやや下の部分
に茶褐色の部位があり、
成長にストレスが生じ
ている兆候がみられる。



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-20
毎木調査番号 ３８

２４．０ ２４１ １０．０ C
要注意

• 樹形：良好 下の葉が小さい。

• 樹幹の下の枝の、伸長量が少な
い。

• 端枝が多い。正常な枝が延びて
いない。

• 葉が小さい

• 下が黄葉、上が緑。

• アンバランスな状況。



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-21
毎木調査番号 ３９

２４．０ ２０９ １０．０ a
健全

• 樹形：良好

• 樹勢： 良好

• 先端部：良好

• 上にのびるタイプ
の銀杏



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-２２
毎木調査番号 ４０

２４．０ ２１５ １０．０ Cー
要注意

• 2022年10月28日に公表された事業者の毎木調査では、
「A」ランクとなっている。調査日は、2018年12月～2019
年１月であり、更新されていない。大きな変化が生じてい
る。

• 先端部は、枯損。

• 褐色に変化しているのは、枝の水分量の減少に起因する。

• 剪定が、ゴールが多く、樹形が維持されていない。

• 外野スタンドが立ち上がるエリアであり、環境が激変する。

• 地下水 の遮断、日陰、風通しなど、根系のみの調査では

• 不十分であり、

根・幹・枝葉・先端部の総合的診断と対策が必要である。



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-２２
毎木調査番号 ４０

２４．０ ２１５ １０．０ Cー
要注意



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-２３
毎木調査番号 ４１

２４．０ ２６１ １０．０ a
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好

• 枝・幹・枝葉の密度：良好

• 先端部：良好



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-２４
毎木調査番号 ４２

２４．０ ２５０ １０．０ a
健全

• 枝先、南東側の枝。枯損。

• 樹形：良好

• 上を向くタイプのイチョウ



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-２５
毎木調査番号 ４３

２４．０ ２５８ １０．０ a+
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好

• 先端部：良好

• 切り口がゴールになって
いる。



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-２６
毎木調査番号 ４４

２４．０ ２９０ １０．０ a+
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好

• 先端部：良好

• 枝・幹・枝葉の密度：良好



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-２７
毎木調査番号 ４５

２４．０ ２３６ １０．０ a+
健全

• 樹形：下枝伸びが悪

いが良好

• 樹勢：良好

• 枝・幹・枝葉の密
度：良好

• 先端部は良好に生育
しており、枝葉の伸
長も良好、根元も保
護されている。今後
の環境の変化がどの
ような影響を与える
かについては、課題
である。



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-２８
毎木調査番号 ４６

２４．０ ２４５ １０．０ a+
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好

• 枝・幹・枝葉の密
度：良好

• 先端部は良好に生育
しており、枝葉の伸
長も良好、根元も保
護されている。今後
の環境の変化がどの
ような影響を与える
かについては、課題
である。



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-２９
毎木調査番号 ４７

２４．０ ２４８ １０．０ a+
健全

• 樹形：良好

• 樹勢：良好。光合成
がしっかり行われて
いる。活力が旺盛。

• 「乳」、大きくなる

• 先端部分：良好



並木 A 列目
（青山口から絵画館
方向 左手より）

樹高
（ｍ）

幹周
（cm）

葉張り
（ｍ）

評価

A-３０
毎木調査番号 ４８

２４．０ ２４３ １０．０ a+
健全

• 並木道の一番端のイチョ
ウ。三方向に空間がある

・樹形：良好

・樹勢：良好。

・枝・幹・枝葉の密度：

良好。

• 先端部は良好に生育して
おり、枝葉の伸長も良好、
根元も保護されている。
今後の環境の変化がどの
ような影響を与えるかに
ついては、課題である。


